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越
谷
市
増
林
地
区
に
お
け
る
「
新
方
川
」
の
流
路
変
遷

秦
野

秀
明

は
じ
め
に

越
谷
市
増
林
地
区
を
流
れ
る
一
級
河
川
「
新
方
川
」
は
、
文
政
十
三

年
（
一
八
三
〇
）
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

（

1
）

で
は
「
千
間

堀
」
と
記
載
さ
れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
千
間
堀
旧
記

調
書
』
（
大
里
深
野
家
蔵
）（

2
）

、
江
戸
期
「
絵
図
」（

3
）

で
は
当
時
葛
西

用
水
（
逆
川
）
を
伏
越
し
て
い
た
地
点

（

4
）

よ
り
下
流
部
を
「
下
千
間

堀
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伏
越
し
て
い
た
地
点
は
旧
・
大
吉
村

と
旧
・
増
林
村
の
境
界

（

5
）

で
あ
り
、
旧
・
増
林
村
よ
り
下
流
部
の
「
千

間
堀
」
を
「
下
千
間
堀
」
と
も
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
後
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
「
新
方
領
耕
地
整
理
事
業
」

の
竣
工
後
に
「
新
方
領
堀
」
と
改
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）

四
月
一
日
に
は
一
級
河
川
「
新
方
川
」
と
再
び
改
め
ら
れ
た

（

6
）

。

越
谷
市
増
林
地
区
に
お
け
る
「
新
方
川
」
の
流
路
変
遷
に
関
す
る
代

表
的
な
先
行
研
究
に
は
、
発
表
さ
れ
た
順
番
に
紹
介
す
る
と
、

文
献
①
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

（

7
）

文
献
②
『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
（
下
）
』

（

8
）

の
「
２
点
」
が
あ
る
。

文
献
①
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

④
大
正
十
四
年
に
埼
玉
県
議
会
の
可
決
を
経
た
後
、
昭
和
二
年
に
国
庫

補
助
を
受
け
て
起
工
し
、
同
八
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
。

竣
工
に
伴
い
、
増
林
（
旧
・
増
森
村
）
の
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
て
い

た
千
間
堀
は
、
増
林
（
旧
・
中
島
村
）
の
中
川
に
落
と
さ
れ
た
。

文
献
②
の
内
容
は
、『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』（
大
里
深
野
家
蔵
）（

2
）

を

出
典
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

①
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
前
後
、
千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）

を
伏
越
の
埋
樋
で
流
下
し
て
か
ら
、
増
林
（
旧
・
増
林
村
）
の
水
田

地
に
落
と
さ
れ
て
い
た
（
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
は
出
典

に
記
載
さ
れ
て
な
い
）
。

②
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
、
千
間
堀
の
上
流
の
村
々
に
よ
る
訴
願

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
訴
願
の
結
果
と
し
て
、
千
間
堀
の
伏
越
の

埋
樋
を
拡
張
す
る
と
共
に
、
そ
の
流
末
を
延
長
し
、
増
林
（
旧
・
花

田
村
）
の
花
田
古
川
に
落
と
さ
れ
た
。

③
そ
の
後
、
千
間
堀
の
流
末
を
さ
ら
に
延
長
し
、
増
林
（
旧
・
増
森
村
）

の
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
た
。
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筆
者
は
、
先
行
研
究
で
あ
る
文
献
①
、
文
献
②
の
内
容
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
四
年
十
一
月
、
「
第

46
回

越
谷
市
市
民
文
化
祭
」
に
お
い
て
、

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』（
大
里
深
野

家
蔵
）（

2
）

を
出
典
に
、
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷
に
つ
い
て
、

そ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
を
論
点
と
し
て
発
表
し
た
。

さ
ら
に
筆
者
は
、
翌
年
の
二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
・
「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
（
現
・
地
誌
研
究
倶

楽
部
）
」
に
お
け
る
「
講
演
会
」
に
お
い
て
、
同
研
究
会
「
会
員
」
の
山

本

泰
秀
氏
の
調
査
に
よ
る
結
論
を
取
り
入
れ
、
新
方
川
（
千
間
堀
）

の
流
路
変
遷
に
つ
い
て
、
同
様
に
、
そ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
を
論

点
と
し
て
発
表
し
た
。

以
下
は
、
同
「
講
演
会
」
の
配
布
資
料
と
し
て
作
成
し
た
原
稿
に
、

大
幅
に
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
以
前
の
千
間
堀
の
流
末

一
級
河
川
・
新
方
川

（

6
）

の
前
身
で
あ
る
千
間
堀
は
、
近
世
前
期
か

ら
用
悪
水
（
排
水
）
路
と
し
て
、
旧
・
長
宮
村
（
現
・
さ
い
た
ま
市
岩

槻
区
）
ほ
か
三
十
五
ヵ
村
組
合
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た

（

9
）

。

先
行
研
究
で
は
、
旧
・
増
林
村
が
そ
の
流
末
で
、
同
村
の
水
田
地
に

「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
「
あ
り
え
な
い
」
説
明

(

10)

で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
行
っ
た
越
谷
市
増
林
地
区
の
住
民
へ

の
聞
き
取
り
調
査

(

11)

の
結
果
、
同
地
区
に
存
在
す
る
「
埋
堀
」
を
手
が

か
り
に
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の

流
末
は
、
「
埋
堀
」
の
流
路
を
経
て
旧
・
増
林
村
の
大
落
古
利
根
川
に

「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
「
新
し
い
仮
説
」
を
発
表
し
た
が
、
二

〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
「
会
員
」

の
山
本

泰
秀
氏
の
「
埋
堀
」
の
調
査
に
よ
る
結
論
を
取
り
入
れ
て
、

大
落
古
利
根
川
へ
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
の
位
置
を
、「
最
初
の
仮

説
」
よ
り
直
線
距
離
で
約

930
ｍ
下
流
と
な
る
、
同
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い

橋
」
の
上
流
側
約

10
ｍ
の
地
点
に
修
正
し
て
再
発
表
し
た
。

二

旧
・
増
林
村
の
「
埋う

め

堀ぼ
り

」

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
『
字
千
間
堀
旧
記
調
書
』（
大
里
深

野
家
蔵
）（

2
）

に
は
、
千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
を
「
２
ヶ
所
」
で

「
伏
越
」
し
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
の
「
迅
速
測
図
」
に
お
い
て
も
、

千
間
堀
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
を
「
２
ヶ
所
」
で
「
伏
越
」
し
て
い
る

流
路
が
、
「
図
１
（
次
頁
）
」
の
よ
う
に
作
図
さ
れ
て
い
る
。
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①
「
２
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
う
ち
の
「
１
ヶ
所
」
の
位
置
は
、「
現
・

定
使
野
橋
」
か
ら
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の
や
や
上
流
側
（
北
東
）
に
作

図
さ
れ
て
い
る
。「
伏
越
」
の
下
流
側
で
は
、
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の
左

岸
に
沿
う
よ
う
な
形
で
千
間
堀
の
流
路
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
先
に
お
い

て
約

135
度
の
角
度
で
南
南
東
へ
曲
が
る
流
路
が
作
図
さ
れ
て
い
る
。

②
「
２
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
う
ち
の
「
他
の
１
ヶ
所
」
の
位
置
は
、

「
１
ヶ
所
」
の
「
伏
越
」
の
さ
ら
に
や
や
上
流
側
（
北
東
）
に
作
図
さ

れ
て
い
る
。
千
間
堀
の
上
流
で
あ
る
旧
・
大
吉
村
に
お
い
て
、
千
間
堀

か
ら
分
流
す
る
様
子
も
作
図
さ
れ
て
お
り
、「
伏
越
」
の
下
流
側
で
は
、

そ
の
流
路
は
葛
西
用
水
（
逆
川
）
の
対
岸
（
南
東
）
で
あ
る
旧
・
増
林

村
根
通
地
区
に
向
か
う
流
路
が
作
図
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究

会
「
会
員
」
の
山
本

泰
秀
氏
所
蔵

の
昭
和
五
年
（
一
九
二
〇
）
発
行

の
「
埼
玉
縣
増
林
村
地
番
反
別
入

地
図
」
で
は
、
葛
西
用
水
（
逆
川
）

の
対
岸
（
南
東
）
で
あ
る
旧
・
増

林
村
根
通
地
区
に
向
か
う
流
路
は
、

最
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て

い
な
い
「
途
中
ま
で
並
行
し
た
２

本
の
」
流
路
と
し
て
作
図
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
「
途
中
ま
で
並
行
し
た

２
本
の
」
流
路
の
う
ち
の
「
北
側
」
の
流
路
は
、
山
本
氏
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
越
谷
市
増
林
地
区
で
「
埋
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
悪
水
（
排
水
）

の
流
路
に
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、「
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
」
点
は
不
明
な
が

ら
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、「
第

46
回

越
谷
市
市
民
文
化
祭
」
に
お
い

て
、
筆
者
が
「
新
し
い
仮
説
」
を
発
表
し
た
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
と
し
て
の
「
埋

堀
」
の
流
路
を
、
山
本
氏
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
て
い
た
越
谷
市
増
林

地
区
で
「
埋
堀
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
悪
水
（
排
水
）
の
流
路
に
、
大
幅

に
修
正
、
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。

山
本
氏
の
調
査
に
よ
る
「
埋
堀
」
の
流
路
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

南
東
側
の
旧
・
増
林
村
根
通
地
区
に
向
か
っ
た
後
、
現
在
の
越
谷
市
立

増
林
小
学
校
の
東
で
、
北
東
に
流
路
を
変
え
、
現
在
の
「
ふ
れ
あ
い
橋
」

の
上
流
側

10
ｍ
の
地
点
で
、
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
る
。

三

千
間
堀
（
下
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷

旧
・
大
吉
村
と
旧
・
増
林
村
境
界

（

5
）

の
葛
西
用
水
（
逆
川
）

と
の
「
伏
越
」
地
点
か
ら
下
流
の
落
と
し
先
（
流
末
）
ま
で

「図１」
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元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
以
前
、
旧
・
大
吉
村
内
の
葛
西
用
水
（
逆

川
）
と
の
接
続
点
に
、
横
壱
間
の
「
伏
越
埋
樋
」
が
弐に

ヶ
所
、
設

置
さ
れ
て
い
た

（

2
）

。
千
間
堀
の
流
末
は
、
後
に
「
埋
堀
」
と
云

わ
れ
る
流
路
を
経
て
、
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
た
。

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
、
旧
・
大
吉
村
内
の
弐に

ヶ
所

の
「
伏
越
埋
樋
」
を
、
法
四
尺
五
寸
、
横
弐に

間
、
長
二

拾
じ
ゅ
う

二
間
に

拡
張
し
、
千
間
堀
の
流
末
を
変
更
、
延
長
し
て
、
旧
・
花
田
村
内

の
花
田
古
川
に
落
と
さ
れ
た

（

2
）

。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
刊
行

以
前
に
は
、
千
間
堀
の
流
末
を
延
長
し
て
、
旧
・
中
島
村
内
の
大

落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
た
。

（

12
）

※

こ
れ
は
、
「
従
来
の
説

(

7)
(

8)

」
と
は
異
な
る
「
新
説

（

12
）

」
の
発

表
で
あ
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
、
旧
・
大
吉
村
と
旧
・
増
林
村
境
界
の
葛
西

用
水
（
逆
川
）
と
の
「
伏
越
」
地
点
か
ら
上
流
部
で
あ
る
千
間
堀

（
上
千
間
堀
）
に
お
い
て
、
「
新
方
領
耕
地
整
理
事
業
」
に
よ
る

改
修
が
竣
工
し
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
、
「
十
三
河
川
改
修
事
業
」
に
よ
る

改
修
が
竣
工
し
、
大
落
古
利
根
川
の
直
道
化
に
伴
い
廃
川
と
な
っ

た
河
道
を
再
利
用
し
、
千
間
堀
の
流
末
を
延
長
し
て
、
旧
・
中
島

村
内
（
当
時
の
旧
・
増
林
村
）
の
中
川
に
落
と
さ
れ
た

（

7
）

。

こ
の
時
の
改
修
を
以
て
、
現
在
の
新
方
川
の
流
路
と
な
っ
た
。

四

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷

農
研
機
構
農
業
環
境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー
「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧

シ
ス
テ
ム
」（

13
）

を
使
用
す
る
と
、
現
在
の
「
電
子
国
土
基
本
図
」
に
お

け
る
位
置
環
境
と
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
の
「
迅
速
測
図
」

に
お
け
る
位
置
環
境
と
の
比
較
を
、
ほ
ぼ
正
確
に
行
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

ま
た
、
現
在
の
測
量
技
術
を
用
い
て
作
成
し
た
「
電
子
国
土
基
本
図
」

と
の
比
較
に
よ
り
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
当
時
の
測
量
技
術
を

用
い
て
作
成
し
た
「
迅
速
測
図
」
に
お
け
る
位
置
環
境
で
は
、
多
く
の

「
誤
差
」
が
発
生
し
て
い
る
事
実
も
発
見
す
る
こ
が
で
き
る
。

今
回
、「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」（

13
）

を
使
用
し
て
、
旧
・

増
林
村
定
使
野
（
現
・
越
谷
市
花
田
二
丁
目
・
大
字
増
林
）
地
区
を
照

合
し
た
結
果
、

①
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間

②
「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間

（

14
）
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の
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
「
迅

速
測
図
」
の
測
量
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
、
現
在
の
流
路
か
ら
見

て
「
東
側
」
に
作
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

以
上
の
照
合
の
結
果
か
ら
、
新
方
川
（
千
間
堀
）
の
流
路
が
著
し
く

異
な
る
地
点
は
、

①
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間

②
「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間

（

14
）

の
「
２
ヵ
所
」
の
み
で
あ
る
の
で
、
流
路
の
位
置
環
境
の
違
い
は
測
量

技
術
の
未
熟
さ
に
よ
る
「
誤
差
」
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

昭
和
三
年
測
図
・
同
五
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行
「
二
万
五
千
分
の

一
地
形
図
・
越
ヶ
谷
」（

15
）

で
は
、
①
と
②
の
区
間
の
新
方
川
（
千
間
堀
）

の
流
路
は
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
、
す
で
に
ほ
ぼ
現
在
の
位
置
に
作
図
さ

れ
て
い
る
の
で
、
遅
く
と
も
昭
和
三
年
（
一
九
一
八
）
に
は
、
現
在
の

位
置
へ
流
路
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
、
『
越
谷
市
民
俗
資
料
』（

16
）

の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
旧
・

増
林
村
定
使
野
（
現
・
越
谷
市
花
田
二
丁
目
・
大
字
増
林
）
地
区
の
住

民
の
証
言
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
昔
、
梅
光
院
が
曲
が
っ
て
い
た
千
間
堀
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
と
い

う
。
そ
れ
ほ
ど
梅
光
院
の
勢
力
が
強
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
」（

16
）

結
び
に
か
え
て

今
回
、「
三

千
間
堀
（
下
千
間
堀
）
の
流
路
変
遷
」
の
章
に
お
い
て
、

①
「
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
以
前
」
か
ら
「
昭
和
八
年
（
一
九
三

三
）
」
ま
で
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
の
流
路
変
遷
に
つ

い
て
、
「
新
た
な
仮
説
」
と
「
新
説
」
の
発
表
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、「
四

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷
」
の
章
に
お
い
て
、

②
「
定
使
野
橋
」
か
ら
「
宮
野
橋
」
ま
で
の
区
間
と
、

「
新
栄
橋
」
か
ら
「
白
鷺
橋
」
北
北
西
約

150
ｍ
ま
で
の
区
間
の

流
路
変
遷
に
つ
い
て
、
「
新
発
見
」
の
発
表
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
は
、

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し

先
（
流
末
）
」
と
し
て
の
「
埋
堀
」
の
流
路
を
完
全
に
「
復
元
」
す
る
た

め
に
、
以
下
の
「
２
点
」
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。

③
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五
月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
２
ヶ

所
」
の
「
伏
越
」
の
位
置
の
解
明
。

④
「
上
流
部
が
接
続
（
分
流
）
し
て
い
な
い
」
と
い
う
点
も
含
め
た
「
伏
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越
」
付
近
の
「
埋
堀
」
の
流
路
の
解
明
。

な
お
、「
埋
堀
」
の
流
路
の
解
明
は
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
五

月
十
四
日
以
前
の
千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
と
し
て
の
流
路

の
解
明
と
、
同
様
の
意
義
を
持
つ
と
の
「
仮
説
」
を
出
発
点
と
す
る
。

謝
辞

二
〇
一
五
年
四
月
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
・

「
河
川
史
研
究
倶
楽
部
（
現
・
地
誌
研
究
倶
楽
部
）
」
に
お
け
る
「
講
演

会
」
に
参
加
さ
れ
、
配
布
さ
れ
た
資
料
に
目
を
通
さ
れ
た
同
会
「
会
員
」

の
加
藤

幸
一
氏
は
、
翌
年
の
二
〇
一
六
年
二
月
、「
越
谷
市
文
化
芸
術

祭
」
に
お
い
て
、
「
越
谷
市
内
を
流
れ
る
明
治
初
期
の
千
間
堀
」（

17
）

と

題
し
た
発
表
を
さ
れ
た
。

加
藤
氏
に
よ
る
同
発
表
に
お
い
て
は
、
筆
者
「
新
発
見
」
で
あ
る

「

定

使

じ
ょ
う
つ
か
い

野の

地
区
」
の
流
路
変
遷
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
加
藤
氏
の
同
発
表
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
六

日
、
同
会
・「
同
倶
楽
部
」
に
お
け
る
「
講
演
会
」
の
配
布
資
料
と
し
て

筆
者
が
作
成
し
た
「
復
元
図
」（

18
）

を
基
に
し
て
、
加
藤
氏
が
作
成
し
た

「
復
元
図
」
の
記
載
も
あ
る
。

以
上
の
筆
者
の
「
新
発
見
」
と
「
復
元
図
」（

18
）

に
関
す
る
記
載
を
頂

い
た
加
藤
氏
へ
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注
（

1
）
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

（
一
九
六
三
）
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
［
第
三
期
］
第
十
巻
、

雄
山
閣

（

2
）
（
一
九
七
三
）
『
越
谷
市
史
三

史
料
一
』
越
谷
市
役
所
、

五
四
九
頁

（
表
紙
）

「
字
千
間
堀
旧
記
調
書
」

千
間
堀
旧
記

一
私
共
村
々
組
合
千
間
堀
大
吉
村
地
内
葛
西
用
水
伏
越
埋
樋
往

古
横
壱
間
圦
弐
ヶ
所
ニ
御
座
候
処
、
百
三
拾
九
ヶ
年
以
前
元

禄
十
二
丑
年
中
右
埋
樋
弐
ヶ
所
共
御
広
ヶ
被
成
下
置
、
井
筋

之
儀
も
大
泊
・
舟
渡
両
堰
取
払
、
尚
亦
下
千
間
堀
花
田
古
川

に
御
堀
替
被
成
下
置
度
段

御
奉
行
所
様
に
私
共
村
々
ゟ
奉

出
訴
候
処
、
相
手
村
々
ニ
而
茂
夫
々
返
答
書
致
し
候
ニ
付
、

御
吟
味
之
上
同
十
三
辰
年
五
月
中
御
代
官
古
川
武
兵
衛
様
御

手
代
小
幡
重
郎
右
衛
門
様
・
大
岡
喜
右
衛
門
様
御
手
代
鈴
木

久
次
郎
様
論
所
為
地
改
被
成
御
越
、
水
盛
御
様
被
遊
候
処
、

大
泊
村
高
場
之
田
面
よ
り
須
賀
掘
之
定
水
四
寸
余
高
ク
御
座

候
ニ
付
、
其
旨
并
井
筋
水
道
御
見
分
之
上
夫
々
口
書
差
上
御
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帰
府
、
御
奉
行
様
ニ
而
再
応
御
吟
味
之
上
、
同
十
四
巳
年
五

月
十
四
日
於
、
御
評
定
所
様
両
堰
取
払
、
大
吉
村
地
内
伏
越

樋
内
法
四
尺
五
寸
横
弐
間
長
弐
拾
弐
間
ニ
弐
ヶ
所
共
御
入
用

を
以
御
普
請
被
、
仰
付
、
猶
亦
下
千
間
掘
抜
被

仰
付
段
御

裁
許
相
済
、
其
後
九
拾
壱
ヶ
年
已
前
延
享
四
卯
年
中
船
渡
村

堰
之
儀
及
出
入
其
節
ゟ
用
水
中
築
留
候
筈
熟
談
仕
、
且
亦
大

泊
堰
之
儀
ハ
四
拾
ヶ
年
以
前
寛
政
十
午
年
是
又
及
出
入

根

岸
肥
前
守
様
於

御
奉
行
所
再
応
御
吟
味
之
上
、
無
証
拠
申

争
迄
ハ
難
御
取
用
最
寄
村
々
被
召
出
、
相
手
村
同
様
築
来
候

[

後
略]

（
傍
線
・
太
字
・
筆
者
加
筆
）

（

3
）
①
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

②
不
明
「
江
戸
川
筋
の
図
」
（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

③
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

26
）

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

（

4
）
「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

「
伏
越
逆
転
工
事
」
が
行
わ
れ
た
。

工
期
（
一
九
八
三
年

10
月

31
日
～
一
九
八
五
年

3
月

25
日
）

山
崎

隆
蔵
・
杉
江

啓
二
・
浜
田

久
典
（
一
九
八
四
）

「
新
方
川
激
特
、
伏
越
逆
転
工
事
」

『
土
木
技
術
』
三
十
九
巻
八
号
、
九
七
～
一
〇
二
頁

（

5
）
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
一
日
、
旧
・
大
吉
村
は
旧
・

北
川
崎
村
、
旧
・
向
畑
村
、
旧
・
大
松
村
、
旧
・
大
杉
村
、
旧
・

弥
十
郎
村
、
旧
船
渡
村
と
合
併
後
に
旧
・
新
方
村
に
な
り
、
旧
・

増
林
村
は
旧
・
増
森
村
、
旧
・
中
島
村
、
旧
・
花
田
村
、
旧
・

東
小
林
村
と
合
併
後
に
旧
・
増
林
村
に
な
っ
た
。

渡
辺

隆
喜
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
一
七
四
～
一
七
八
頁

（

6
）
（
一
九
八
七
）

『
新
方
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
概
要
』

埼
玉
県
中
川
・
綾
瀬
川
総
合
治
水
事
務
所

（

7
）
吉
本
富
男
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
五
六
四
頁

[

前
略]

大
正
十
四
年
県
会
の
可
決
を
経
、
国
庫
補
助
を
う
け

て
昭
和
二
年
に
工
を
起
し
、
同
八
年
十
一
月
に
竣
工
し
た
。

[

中
略]

ち
な
み
に
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
か
ら
元
荒
川
に

落
さ
れ
て
い
た
千
間
堀
落
口
は
、
こ
の
時
期
模
様
替
え
と
な
り
、

中
島
の
籠
場
か
ら
中
川
に
落
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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(

傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆)

（

8
）
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
八
〇
）

『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩(

下)

』

越
谷
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室
、
一
〇
〇
頁

[

前
略]

「
千
間
堀
旧
記
」
に
よ
る
と
、[

中
略]

当
時
（
元
禄
十

二
年
（
一
六
九
九
）
）
千
間
堀
は
用
排
水
兼
用
の
堀
で
あ
り
、
か

つ
葛
西
用
水
路
の
下
を
く
ぐ
る
埋
樋
か
ら
増
林
の
水
田
地
に

落
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。[

中
略]

こ
れ
が
元
禄
十
二
年
千
間
堀
上
流
村
々
の
訴
願
に
よ
り
、
逆
川

の
伏
越
樋
が
切
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
流
末
は
花
田

古
川
（
荒
川
河
道
跡
）
の
先
端
部
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
そ
の
後

花
田
古
川
が
新
田
に
開
発
さ
れ
る
に
と
も
な
い
流
路
は
さ
ら

に
延
長
さ
れ
増
林
（
旧
・
増
森
村
）
地
先
の
元
荒
川
に
落
と
さ

れ
て
排
水
機
能
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
。[

後
略]

（
傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆
）

（

9
）
吉
本
富
男
（
一
九
七
七
）
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』

越
谷
市
役
所
、
一
四
三
頁

（

10
）
上
流
部
の
村
々
の
「
悪
水
（
排
水
）
」
を
、
下
流
部
の
村
の
水

田
地
に
「
落
と
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
状
態
を
、
下
流
部
の
村

が
黙
っ
て
放
置
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
七
月
、
正
に
、
同
地
で
発
生
し
た

「
逆
川
切
割
り
騒
動
」
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

「
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月

大
吉
村
堤
防
切
割
出
入
吟
味
願
」

（
「
大
吉
染
谷
家
文
書
」
市
史
編
さ
ん
室
蔵
）

（
一
九
七
三
）
『
越
谷
市
史
三

史
料
一
』
越
谷
市
役
所
、

八
〇
三
～
八
〇
九
頁

（

11
）
尾
川

芳
男
（
二
〇
一
四
）
「
増
林
に
残
る
庚
申
講
」

『
古
志
賀
谷
』
第
十
七
号
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
、
六
五
～
六
七
頁

（

12
）
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
以
降
の
千
間
堀
の
「
落
と
し

先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
、
そ
の
直
前
ま
で
旧
・
増
森
村
か
ら
元

荒
川
に
落
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
旧
・
中
島
村
の
中
川
に
落
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
載
し
て
い
る
先
行
研
究
は
、

①
『
越
谷
市
史

二

通
史
下
』
※
注
（

7
）

②
『
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
（
下
）
』
※
注
（

8
）

（
元
荒
川
に
つ
い
て
の
み
記
載
し
て
い
る
）

③
竹
内
理
三
編
（
一
九
八
〇
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

十
一

埼
玉
県
』

角
川
書
店
、
六
四
四
頁
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の
３
点
で
あ
る
。

ま
た
、
千
間
堀
が
旧
・
増
森
村
か
ら
元
荒
川
に
落
さ
れ
て
い

た
時
期
の
特
定
を
推
測
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
以
下
の
史

料
が
存
在
す
る
。

④
江
沢
昭
融
『
大
沢
町
古
馬
筥
』

（
一
九
七
二
）
『
越
谷
市
史

四

史
料
二
』

越
谷
市
役
所
、
一
五
九
・
一
六
〇
頁

百
二

増
森
新
田
門
樋
之
事

一
増
森
・
増
林
・
花
田
・
大
沢
四
ヶ
村
組
合
字
増
森
新
田
（
旧
・

増
森
村
）
清
学
院
向
門
樋
之
義
、
是
迄
八
尺
四
方
之
処
、
年

限
等
不
相
保
候
ニ
付
、
文
政
八
酉
年
（
一
八
二
五
）
中
長
四

間
横
三
尺
高
三
尺
之
圦
樋
ニ
模
様
替
い
た
し
候
、[

中
略]

天

保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一
）
取
払
ニ
相
成
申
候
、

（
傍
線
・
太
字
・
（

）
内
の
文
字
は
筆
者
加
筆
）

ゆ
え
に
筆
者
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
一
月
以
降
の

千
間
堀
の
「
落
と
し
先
（
流
末
）
」
に
つ
い
て
も
、『
大
沢
町
古

馬
筥
』
の
記
載
か
ら
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
以
前
に
、
既

に
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
か
ら
元
荒
川
に
落
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
推
定
可
能
な
が
ら
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成

立
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
刊
行
以
前
に
、
史
料
上
で
は

確
実
に
旧
・
中
島
村
の
大
落
古
利
根
川
に
落
と
さ
れ
て
い
た
と

い
う
「
新
説
」
を
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
「
第

46
回

越
谷
市

市
民
文
化
祭
」
に
お
い
て
発
表
し
た
。

そ
の
事
実
を
証
明
す
る
史
料
を
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

①
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
成
立

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
増
森
村
の
項

「
千
間
堀

村
の
中
程
を
流
る
、
岩
槻
領
諸
村
の
悪
水
路

に
て
、
末
は
古
利
根
川
に
入
」

②
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

③
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

23
）
」

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

④
江
戸
期
「
絵
図
」
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
・
資
料
番
号

26
）
」

（
加
藤

幸
一
氏
解
読
）

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」

⑤
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
測
量
「
迅
速
測
図
」

「
旧
・
中
島
村
で
古
利
根
川
に
合
流
」
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⑥
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
成
立
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

「
増
森
新
田
（
旧
・
増
森
村
）
の
千
間
堀
か
ら

さ
ら
に
下
流
部
と
な
る
位
置
に
、

新
田
橋
（
現
・
新
田
橋
）
、
中
台
橋
（
現
・
昭
和
橋
）

が
存
在
し
て
い
た
。

（

13
）
農
研
機
構
農
業
環
境
変
動
研
究
セ
ン
タ
ー

「
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」

h
t
t
p
s
:
/
/
h
a
b
s
.
d
c
.
a
f
f
r
c
.
g
o
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

※

時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プ

o
n
t
h
e
w
e
b

」

埼
玉
大
学
教
育
学
部

谷

謙
二
（
人
文
地
理
学
研
究
室
）

h
t
t
p
:
/
/
k
t
g
i
s
.
n
e
t
/
k
j
m
a
p
w
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

に
お
い
て
も
、
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（

14
）
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
三
日
、
筆
者
の
「
新
発
見
」
で
あ
る
。

（

15
）
時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プ

o
n

t
h
e

w
e
b

」

埼
玉
大
学
教
育
学
部

谷

謙
二
（
人
文
地
理
学
研
究
室
）

h
t
t
p
:
/
/
k
t
g
i
s
.
n
e
t
/
k
j
m
a
p
w
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

（

16
）
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
七
〇
）

『
越
谷
市
民
俗
資
料
』
越
谷
市
市
史
編
さ
ん
室
、
四
七
頁

（

17
）
加
藤

幸
一
（
二
〇
一
六
）

「
越
谷
市
内
を
流
れ
る
明
治
初
期
の
千
間
堀
」

h
t
t
p
:
/
/
k
o
s
h
i
g
a
y
a
h
i
s
t
o
r
y
.
o
r
g
/
1
6
0
2
2
8
_
b
g
s
_
k
k
.
p
d
f

（

18
）
加
藤

幸
一
氏
が
解
読
さ
れ
た

「
是
よ
り
千
間
堀
」
と
記
載
の
あ
る
江
戸
時
代
の
作
成
と

推
定
さ
れ
る
絵
図
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）
を
基
に
、

筆
者
が
「
迅
速
測
図
」
を
用
い
て
、

①
「
是
よ
り
千
間
堀
」
の
「
是
」
に
相
当
す
る
「
堰
所
」
跡

②
千
間
堀
へ
と
続
く
「
流
路
」

③
そ
の
流
路
に
架
か
っ
て
い
た
「
石
橋
」
跡
等

の
地
点
を
「
復
元
図
」
と
し
て
作
成
し
た
。

※

追
記

二
〇
二
〇
年
五
月
七
日
に
、
筆
者
は
、

※
注
（

3
）
（

12
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

「
安
政
５
年
調

葛
西
用
水
々
路
の
古
図
」

（
船
橋
市
西
図
書
館
蔵
）
に
、

「
恩
間
新
田
三
ツ
俣
よ
り
千
間
堀
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
。

つ
ま
り
、
千
間
堀
は
注
（

18
）
「
堰
所
」
か
ら
で
は
な
く
、

「
恩
間
新
田
（
旧
・
恩
間
村
）
の
三
ツ
俣
」
か
ら
始
ま
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
史
料
も
、
別
に
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
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↑ 元禄十四年（1701）五月十四日以前、

「（大落）古利根川」に落とされていた。

↑ 文政十三年（1830）以前には、

当時の「（大落）古利根川」に落とされていた。

↑ 元禄十四年（1701）五月十四日以降、

「花田古川」に落とされた。

↑推定流路

←花田古川

当時の「（大落）古利根川」↑



27

↑「今昔マップ on the web」（注（15））より加筆・転載

「明治期迅速測図」と

「地理院地図（地図不透明度 20％）」との

埼玉県越谷市大字大吉地区における

「新方川」の流路の「位置環境」の比較。

↓「今昔マップ on the web」（注（15））より加筆・転載

「明治期迅速測図」と

「地理院地図（地図不透明度 40％）」との

埼玉県越谷市大字増林地区における

「新方川」の流路の「位置環境」の比較。

←

←


